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アブラハヤ・ウグイなど中流域にもみられる魚が生息している。川の勾配がややゆるくなってくる
下大杉(K-5)からはサケ科の魚が採集されなくなり，新たにオイカワ，ドンコ・カマツカが出
現すると同時にカワムツの生息量が増加してくる。ダムをはさんで上(K-5)と下(K-4)では
魚類相と生息量に大差はない。これはダムが完成して日が浅いこと，両地点の河川形態がよく似て
いることによるのだろう。郷谷川との合流点からやや下った正連寺(K-3)では，河川形態とし
ては(K-4)の地点と大差はないのだが，生息魚種はぐんと少なくなり，ウグイ・アブラハヤそ
れにオイカワとギンブナだけとなる。この魚種構成は打木(K-4)よりもむしろ郷谷川の金平(K
-11）に似ている。この2つの地点に生息する魚種の少ないことは，おそらく尾小屋鉱山跡から流
れ出ている廃水の影響によるものと思われる。
郷谷川は観音下(K-12)で西俣川と合流する。西俣川の魚種構成は大杉谷川のものとよく似て
おりゥ共に下流域に特徴的な種はみられない。合流点観音下ではウグイ・アブラハヤ・カマツカ・
ドンコの4種が採集された。しかし，これらの魚はすべて西俣川で採集されたもので，合流点から
下流と，郷谷川本流の上流部でかなりの漁獲努力をしたにもかかわらず，全く採集できなかった。
また合流点で潜水観察を試みた力訂，西俣川側には魚の姿はみられるが，郷谷川側と下流では全く姿
をみることができなかった。このあたりでは鉱山廃水の影響がまだかなり強く残っているようであ
る。
墨田ら'3)は，1970年から1973年にかけて梯川の水質と生物の調査を行ない，閉山後もかなり下流
(K-3)まで生物相に廃水の影響のおよんでいることを見ている。筆者も1973年に魚類調査を行
った力笥，本流のK－2あたりでも魚の姿を見ることはできなかった。また当時は上～中流の支流で
はヨシノボリなど回遊魚を採集することもできなかった。現在では大杉谷川(K-4～6)や光谷川
(K-21)でヨシノボリを採集できるし，本流でも魚の姿を見ることができるようになっており，
中～下流部の水質がかなり回復していることを示している。しかしながら,K-3やK-11の地点で
まわりと比べ魚種数の少ないことは，まだ影響が全くなくなったのではないことを示している。な
お,K-44の地点も鉱山廃水の影響をうけて魚の姿をみることはできない。
光谷川(K-21,K-22)と津上川(K-31)の魚種構成も大杉谷川の中流域のものと似ており，
ドジョウl個体を除けば，下流域型の魚はみられない。佐々木(K-2)では上流域型の魚は全く
姿を消し，かわりにフナ・タモロコ・メダカなど下流型の魚やスズキ・カマキリ・マハゼなど沿海
魚，回遊魚，汽水魚などが出現する。K－1では魚種数が少ないが，これは採集努力が少なかった
ためで，おそら<K-51や52あたりで採集された魚と同様のものが生息しているものと思われる。
木場潟に連なる水系の生息魚種は他と比べやや異っている。上流部の日用(K-54)では，本流
や他の支流と似た魚種構成であるが，下流域の3地点(K-51～53)ではフナ類・ドジョウ・モ､ソゴ・
タナゴ類・ワタカといったどちらかといえば止水域を好む魚類がみられる。この3地点は平野部を
流れる流量の少ない川なので，これらの魚の生息には適しているのだろう。
石川県内の他水系との比較
今回調査した3川は，魚類相，種類数ともに比較的よく似た状態を示している。動橋川と梯川は
－29－
ごく最近まで下流部で連絡されていたし，地形的にみると沖積世といったごく近い過去には大聖寺
川とも連なりがあった可能性もあるので，魚類相に類似が起り得たのであろう。さらに下流部に潟
を持つという共通した河川構造も魚種の類似性に関りがあるものと思われる。
さて，純淡水魚と回遊魚の在来種数をもう一度とりあげてみると，大聖寺川26種，動橋川24種，
梯川が25種であった。この数が1つの水系で多いのか少ないのかが気になるところである。そこで
石川県での大きな川での在来淡水魚の数をみるとf'4)手取川13種,犀川20種，浅野川20種，河原田川
18種が現在確認されている。これらと比較すれば，当該3川の魚種は多い方であるといえる。隣接
した福井県九頭竜川の28種前後5)と比べればやや少ない。
魚種構成では，大聖寺川と動橋川にすむアジメドジョウが，県内の他の河川ではみられない特徴
的な魚といえる。これとは逆に県内の他の水系に生息していて，この3川にみられないものにアカ
ザ・カワヨシノボリ・ゴクラクハゼ・ジュズカケハゼの4種，それに扇状地にすむトミヨとホトケ
ドジョウ力:ある。しかし，これらの種は現調査段階ではいずれも2～3の川に分布が限られていて，
県内広〈に分布するものではない。したがって，これら特殊な魚を除くと種類構成では県内の一般
的な河川と同じであり，特にこの3川だけが特異な状態にある訳ではない。
つぎに，移殖種についてみてみよう。3川あるいはその一部にのみ生息が確認されているものに
ワタカとニゴイ(?)がある。逆に他の水系に生息していて，3川でみつかっていないものにイチモン
ジタナゴ・スジシマドジョウ・ハケギギがある。なお，柴山潟にはブルーギルが繁殖しており，ソ
ウギョも生息するといわれているが，確実な事を確めていないので取りあげなかった。
つぎにヨシノボリについて簡単にふれておく。現在ヨシノボリは体色斑絞や川における生息域等
の違いによって，いくつかの型に区別されている§9,10,11)今回得られた標本を，水野9)の基準によっ
てみるとつぎのようになる。大聖寺川では26個体が得られ，そのうち16個体が横斑型，残りは黒色
大型である。動橋川と梯川ではそれぞれ70個体と68個体を得たがすべて黒色大型であった。大聖寺
川の黒色大型は胸びれの菱形の黒斑がはっきりしたものであったが，動橋川と梯川のものは黒色大
型Bと判断されるものがほとんどであった。石川県全体でみると，能登地方の川では横斑型の比率
が高く，手取川，犀川，浅野川など加賀地方の川では黒色大型の比率が高い傾向にあり，大聖寺川
の場合全体の傾向からややはずれているように思われる。
まとめ
1978年と1979年の夏期に大聖寺川水系8地点，動橋川水系10地点，梯川水系19地点で行なった魚
類の採集結果を報告した。魚の採集には投網2統と刺網，タモ網各1を用いた。
得られた結果は以下のとおりである。
1．大聖寺川では7科24種383個体が採集されたが，現在確認されている魚種数は12科35種である。
このうち，オイカワ・ヒガイ・ハスなど8種が移殖種と推定されるので，在来種の淡水魚数はボラ
を除いて26種である。流れに沿った分布をみると，上流域と下流域では魚類組成にはっきりとした
違い力計認められる。
2．動橋川で今回採集された魚は7科21種934個体である。1977年以前の採集や聞き取りによって
－30－
生息の確かなものを加えると，12科32種がこの水系に生息する。移殖種はハス・ワタカなど8種で
在来淡水魚種は24種である。
3．梯川水系においては8科30種1493個体を採集した。このほか3科3種の生息が確められている
ので，合計10科33種の生息力:確実である。その内訳は，移殖魚6種，在来淡水魚25種，沿海・汽水
魚が2種となる。多くの支流のうち，木場潟を中心にした水系では他と比べ生息魚種に若干の違い
があり，平地性の魚類が多数採集された。尾小屋鉱山跡から廃水の流れ出る郷谷川の中～上流域で
は，魚の種数力苛少ないか全くみられない。
4．上記3川の生息魚種数は，石川県の他の大きな河川のものと比べやや多い。
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